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１　蝦夷地の形

　下北半島の北端・ 大  間 崎から函館まで、
おお ま

直線距離で１８� たらず。津軽海峡を越え

た往来が古くから行われていたことは、縄

文時代の遺物からも知られています。し

かし、蝦夷地のほぼ正確な形を人々が知る

のは、江戸時代後期になってからでした。

　天明６年（１７８６）に出版された 林   子  平 の
はやし し へい

『 三国通覧  図  説 』は、日本に隣接する朝鮮・
さんごくつうらん ず せつ

琉球・蝦夷の地理や習俗を紹介したもので

す。このことは、蝦夷地が朝鮮・琉球と同

じ外国と認識されていたことを示します。

　今回の展示では、江戸時代の世界地図や

日本地図で蝦夷地が外国と位置づけられ、

ラクスマン来航以後、人々が蝦夷地に関心

を高めるにつれて蝦夷地図も正確さを増

していったことを紹介します。

２　北海の動揺

　蝦夷地はアイヌの人々が暮らす世界で

した。しかし、江戸後期に蝦夷地で 獲 れ
と

る 鰊 などの 〆  粕 が肥料として求められ、
にしん しめ かす

日本人が盛んに訪れるようになります。

やがて日本人が経営する漁場も現われ、

交易や雇用条件をめぐってアイヌの人々

が反感を持つようになります。

　寛政元年（１７８９）、クナシリのアイヌが漁

場を運営する日本人を殺害。道東の 標  津 
しべ つ

地方にも暴動が広がり、合計７１人の日本

人が殺されました。蝦夷地を管理する松

前藩は暴動を鎮圧しましたが、幕府は、松

前藩の政策に不信感を抱きます。そして、

多くのロシア船が来航し、習俗をロシア

化させたアイヌもいることを知った幕府

は、寛政１１年（１７９９）に東蝦夷地を幕領化

することを決めます。各交易拠点には幕

府の役人が配置し、その警備を盛岡・弘

前藩に命じたのです。さらに文化４年

（１８０７）には全蝦夷地を幕領化し、仙台・

会津など他の東北諸藩も出兵することに

なりました。

　クナシリのアイヌ蜂起で援軍派遣の準

備をする盛岡藩の記録や、通商を求めて来

航したラクスマン一行を描いた絵、盛岡藩

士が駐屯した陣屋図などを紹介します。

３　文化露寇

　文化４年（１８０７）４月２９日、エトロフ島に

２０数名のロシア人が発砲しながら上陸。

応戦した盛岡藩士 大村  治  五  平 は、負傷して
おおむら じ ご へい

ロシア人に 捕 えられてしまいます。
とら

　約１ヶ月をロシア船で過ごした治五平

は、解放後に藩から 蟄居 処罰を受けまし
ちっきょ

た。戦わずに逃げた武士も多いなか、自分

の行動は 恥 ずべきものではないという思
は

いから、治五平は『 私  残  記 』という自伝を
し ざん き

子孫に残しました。

　『私残記』をはじめ大村家に伝えられた

資料や、ロシアに 報復 するため、クナシリ
ほうふく

でゴロウニンを 捕  縛 した様子を記録した
ほ ばく

盛岡藩士の勤番日誌などを展示します。
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■第５９回企画展

北の黒船
　会期　平成２０年３月１５日（土）～平成２０年５月１１日（日）　　会場　特別展示室

　寛政４年（１７９２）、ロシアのラクスマン

が 蝦  夷  地 （現在の北海道）に来航し、幕府
え ぞ ち

は北の守りを重視するようになります。

そして、ロシア船の来航に備えるため、蝦

夷地を幕府直轄とし、盛岡藩と弘前藩に

その警備を命じました。

　その功績により、今から２００年前の文化

５年（１８０８）、盛岡藩は１０万 石 から２０万石
ごく

に加増されます。２０万石の石高は、とな

りの秋田藩と並び、東北では仙台・会津に

次ぐものです。しかし、実際には領土が

増えたわけではありませんでした。名目

のみの加増は、格式上昇に伴う支出増加

を招き、藩財政を圧迫することになって

いきます。

　本展は、盛岡藩を中心とする蝦夷地警

備の様子を絵図や勤番日誌などによって

紹介します。また、 相  馬  大  作 事件に代表
そう ま だい さく

される南部と津軽の 確執 、沿岸警備、北方
かくしつ

世界への関心を物語るおよそ１３０点の資料

を出品します。蝦夷地警備の実態とその

影響について考え、北海道と岩手の歴史

的つながりを認識する機会としていただ

ければ幸いです。

「ラクスマン一行の図」（青森県立郷土館蔵） クナシリ会所の正門
「盛岡藩蝦夷地陣屋図」（岩手県立図書館蔵）部分
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４　南部と津軽の高直し

　文化５年（１８０８）１２月１８日、幕府は１０万

石の盛岡藩を２０万石に、７万石の弘前藩を

１０万石に、それぞれ 石高 を改めます。する
こくだか

と両藩は、大藩にふさわしい体面を整えよ

うとします。弘前藩は弘前城天守閣を文

化７年に建て、盛岡藩は津志田に遊郭を建

てて城下の遊女を一掃しようとしました。

　盛岡藩と弘前藩は仲が悪く、その評判は

幕府上層部も知っていました。蝦夷地警

備にあたり、藩士の間でトラブルが起きな

いよう特に注意を与えるほどだったので

す。この不仲は、戦国時代に南部氏の家臣

だった津軽氏が領土を奪って独立したと

いう、すでに２００年以上も前の、 真  偽 のほ
しん ぎ

どもはっきりしない理由がもとでした。

　文政３年（１８２０）、盛岡藩主 南  部  利  敬 が死
なん ぶ とし たか

去します。跡を継いだ 利用 は１４歳。将軍
としもち

との 謁見 が済んでいないので無位無官で
えっけん

す。一方、弘前藩主 津  軽  寧親 は 従 
つ がる やすちか じゅ

 四位 
し い の

 下  侍 
げ じ

 従 で、無位無官の南部利用よりも格上にな
じゅう

ります。“家臣筋の津軽が、南部より格上

とはけしからん”盛岡藩士の一部にこんな

不満の声が上ったのでした。

　現在の二戸市で地域の若者に武芸を教

えていた盛岡藩士の二男 相  馬  大  作 は、津軽
そう ま だい さく

寧親を 隠居 させて、津軽が南部より上位に
いんきょ

なっている事態を解消しようとします。

そして、大作らは参勤交代で弘前に帰る途

中の寧親を襲い、隠居勧告に応じなければ

鉄砲で射殺しようと計画をたてました。

　計画は事前に 洩 れ、大作は潜伏先の江戸
も

で捕えられ処刑されます。この事件は江

戸で評判となり、その後も講談や演劇など

で取り上げられることになります。

５　沿岸警備

　ロシア船来航は蝦夷地だけではなく、海

岸線を持つ諸藩にも脅威でした。幕府は

異国船への警戒を強め、軍備の増強を図る

ように指示します。盛岡藩は蝦夷地出兵

の拠点として大畑（青森県むつ市）に陣屋

を整備し、沿岸各地に砲台を築いていきま

す。

　砲台には鉄や青銅で造られた大砲ばか

りではなく、木製の「 木砲 」も配備された
もくほう

ことが絵図や藩の記録から確認できます。

本展では、沿岸の砲台に置かれたものでは

ありませんが、 戊  辰 戦争で仙台藩が用いた
ぼ しん

木砲を展示します。

６　安政の蝦夷地領

　文政４年（１８２１）、ロシア船来航も減り、

松前藩の復帰運動も強かったことから、幕

府は蝦夷地を松前藩の管理に戻しました。

盛岡藩と弘前藩は長い蝦夷地警備から解

放されることになったのです。

　しかし、嘉永６年（１８５３）にアメリカのペ

リーが来航し、翌年日米和親条約が結ばれ

ると、伊豆の下田とともに箱館（今の函館）

が開港されることになります。幕府は安

政２年（１８５５）再び蝦夷地を幕領化し東北

諸藩に出兵を命じますが、各藩の負担に配

慮して警備地の一部の領有を認めました。

　盛岡藩は箱館から室蘭までの噴火湾沿

岸を受け持ち、室蘭と 長万部 の周辺を領地
おしゃまんべ

とし、箱館・ 砂  原 ・長万部・室蘭に陣屋を
さ わら

築きました。また仙台藩は、のちに家老と

なる 三  好  監物 が中心となり、 白老 に広大な
み よし けんもつ しらおい

陣屋を築いて蝦夷地領の経営に取り組ん

で行きます。藤沢町 黄海 を本領とする三
き の み

好監物の自画像や 甲冑 なども紹介します。
かっちゅう

７　蝦夷地勤番の日誌

　蝦夷地に派遣された藩士の多くは下級

の足軽たちでした。彼らが厳しい自然と

戦いながら、どのような日々を送っていた

のか、前沢より派遣された足軽の日記など

から 垣  間 見たいと思います。
かい ま

（主任専門学芸調査員　時田　里志）「津軽寧親絵像」（弘前市立博物館蔵）

「木砲」（八島孝男氏蔵）

「大畑陣屋絵図」（当館蔵）相馬大作筆「津軽寧親あて隠居勧告文」
（二戸市立二戸歴史民俗資料館蔵）

盛岡藩モロラン陣屋跡出土「砲弾」
（室蘭市民俗資料館蔵）


